
スラバヤ市には市内に医療廃棄物の処理施設はなく、約830km離れた処理場へ持ち込んでいる。
また、その収集運搬管理に関するルールも十分ではなく、常に飛散流出の危険と隣り合わせである。
本事業では、現状の収集運搬の手法を改善するとともに、その処分に関しても市内での処理施設の
設置を検討し、危険廃棄物である医療廃棄物の処理に関して安心安全な仕組みの検討を行う。

インドネシア国スラバヤ市における医療廃棄物処理ビジネス
の可能性調査

株式会社西原商事
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発生源

国立病院
9ヶ所

発生源

診療所
241ヶ所

発生源

民間病院
50ヶ所

発生源

保健所
63ヶ所

総排出量
4t／日

830km
現状 処分

国内唯一の
有害廃棄物処分場

収集・運搬
及び管理

運搬処分委託費用：11,900ルピア/kg

35km 圏内
計画

運搬処分委託費用：
9,000ルピア/kg

処分

市内西部の土地を
活用し、中間処分及
び最終処分を行う。

処分

国内唯一の
有害廃棄物処分場


